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は

じ

め

に

も
う
旧
聞
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
５５
年
２
月
、
Ｈ
市
に
あ
る
Ｍ
住

宅
団
地
高
層
棟
の
１６
階
か
ら
火
災
が
発
生
し
、

「
中
高
層
共
同
住
宅
は
極
め
て

延
焼
し
に
く
い
」
と
の
常
識
を
裏
切
っ
て
、
上
階
に
延
焼
し
た

こ
と
が

あ
っ

た
。
消
防
庁
で
は
、
Ｈ
市
の
依
頼
を
受
け
、
東
京
大
学
の
岸
谷
教
授
を
初
め
、

建
設
省
、
建
築
研
究
所
、
消
防
研
究
所
等
の
方
々
と
協
力
し
て
そ
の
原
因
を
調

査
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
上
階
延
焼
の
主
因
は
、
パ
ル
ヨ
ユ
ー
に
置
か
れ
た
灯

油
と
可
燃
物

（布
団

・
洗
た
く
物
等
）
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
共
同
住
宅
で
石
油
ス
ト
ー
プ
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
灯
油

の
保
管
容
器
は
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に
置
か
れ
る
例
が
多
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
パ
ル

ヨ
ニ
ー
に
布
団
や
洗
た
く
物
を
千
す
こ
と
は
ご
く

一
般
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
灯
油
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
消
防
庁
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
係
の
深
い
日
本

住

宅

公

団

（現
　
日
本
住
宅
都
市
整
備
公
団
）
及
び

（財
）
日
本
燃
焼
機
器
検
査
協
会
と

協
力
し
、
両
団
体
か
ら

（財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
に
研
究
委
託
す
る
形
で
共

同
住
宅
の
灯
油
の
保
管
方
法
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ

とつ
。こ

の
た
び
、
こ
の
調
査
研
究
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
が
、
消
防
機
関
の
今
後

の
指
導
に
も
参
考
に
な
る
点
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
誌
に
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
研
究
の
方
法
は
、

中
高
層
住
宅
の
実
態
調
査
と
灯
油
火
災
の
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
か
ら
成

っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
灯
油
の
保
管
方
法
の
あ
り
方
を
導
き
出
し

て

い
る

の

で
、方
法
論
に
興
味
の
な
い
方
は
、結
論
部
分
だ
け
を
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

１
　
調
査
研
究
の
方
法

土
夕 ヽ

同
住
宅
t〔:1
お
ti)ト
る

灯
油
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
働
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こ
の
調
査
は
、
別
表
１
１
の
よ
う
な
委
員
構
成
で
行

っ
た
が
、
実
作
業
と
分

析
の
か
な
り
の
部
分
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
主
査
の
高
野
委
員

（Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｕ
都
市
建
築
研
究
所
長
）
と
半
田
委
員

（東
京
理
科
大
学
教
授
）
に
お
願
い
し

て
い
る
。

調
査
研
究
の
フ
レ
ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
現
地
調
査
　
　
寒
冷
地
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
札
幌
都
市
目
の
共
同
住

宅
に
お
け
る
灯
油
の
利
用
、
保
管
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
北
海

道
庁

・
札
幌
市
消
防
局

・
札
幌
市
住
宅
供
給
公
社
で
の
イ
ン
タ
ピ

ュ
ー
、

現
地
観
察
調
査
と
居
住
者
イ
ン
タ
ビ

ェ
ー
等
を
実
施
し
、
資
料
の
収
集
を

行
い
、
寒
冷
地
の
特
異
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

②
　
居
住
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
　
　
公
団
、
公
営
の
共
同
住
宅
を
対
象
に
、

灯
油
の
利
用

・
保
管
状
況
や
暖
房
方
法
及
び
灯
油
保
管
場
所
の
多
く
を
占

め
る
と
思
わ
れ
る
パ
ル
ヨ
ニ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
と
居

住
者
の
意
見
を
全
国
的
な
規
模
で
調
査
し
た
。

③
　
事
故
、
火
災
事
例
調
査
　
　
共
同
住
宅
の
灯
油
に
関
連
し
た
事
故
、
火

災
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
把
握
し
、
特
果
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ

た
。

④
　
灯
油
を
火
源
と
し
た
燃
焼
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
　
．ハ
ル
ヨ
ニ
ー
に

お
け
る
灯
油
火
災
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
上
階
延
焼

の
危
険
性
を
検
討
し
た
。

⑤
　
関
連
資
料
の
収
集
　
　
共
同
住
宅
及
び
パ
ル
ヨ
ニ
ー
の
設
計
事
例
の
収

集
を
行
い
、
共
同
住
宅
に
お
け
る
灯
油
の
保
管
場
所
及
び
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に

つ
い
て
の
計
画
条
件
を
検
討
す
る
上
で
の
補
完
資
料
と
し
た
。

２
　
共
同
住
宅
に
お
け
る
灯
油

の
利
用
、
保
管

の
実
態

２
１
１
　
寒
冷
地
の
共
同
住
宅
と
灯
油
の
利
用

共
同
住
宅
の
灯
油
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
性
は
重
要
な
要
因
で

あ
る
。
特
に
寒
冷
地
は
、
生
活
様
式
や
建
築
形
態
が
温
暖
地
と
は
異

な

る

た

め
、
灯
油
の
保
管
容
器
や
保
管
量
、
暖
房
方
式
等
に
お
い
て
大
き
な
相
果
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
札
幌
都
市
圏
を
中
心
と
し
て
現
地
調
査

を
実

施

し

た
。
調
査
対
象
団
地
は
別
表
１
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

寒
冷
地
の
共
同
住
宅
の
特
色
は
、
暖
房
の
た
め
の
空
間
、
設
備
が
建
物
に
ビ

ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

集
合
煙
突
、
石
炭
庫
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
給
油
配
管
、
地
域
暖

房
な
ど
、
設
備
か
ら
末
端
の
燃
焼
器
具
ま
で
設
置
し
て
あ
る
例
も
あ
る
。

札
幌
都
市
目
の
共
同
住
宅
の
暖
房
方
式
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で

あ

る

。

θθ

別表-1 共間住宅灯油保管等調査研
究委員会 委員名簿

委員長 岸 谷 孝 一

委 員 半 田  隆
″  中 川   登

″  若 松 孝 旺

″ 小 林 本 一

″ 下 間 広 道

″  熊   建 夫

″  勝 野   仁

″  石 井   守

″ 高 野 公 男

″ 守 屋 克 己

″ 藤 原 敏 晶

大学工学部教授

東京理科大学理学部教授

自治省消防庁消防研究所

第 1研究部長

建設省建築研究所第5研

究部長

自治省消防庁予防救急課

課長補佐

建設省住宅局住宅建設課

課長捕佐

建設省住宅局建築物防災

対策室課長補佐

東京消防庁予防部予防課

副主幹

東京都住宅局技術管理室

室長

MANU都 市建築研究所

所長

日本住宅公団建築部技術

開発管理室室長

(財)日本燃焼器具検査協

会理事



豊 陵 ハ イ ツ (公団民賃SRCllF,64戸 ,

S558竣 工)

白 石 団 地  (公社分譲、RC3～ 5F,

S 40年代竣工)

平岸パールハイム (公団民賃SRC7F,90戸 ,

S 548唆 工,裕油配管)

別表-2

ａ
　
灯
油
個
別
暖
房

（集
合
煙
突

と
大
型

ス
ト

ー
ブ
）
　
　
公

団
、
公
社
、
公
営

ｂ
　
給
油
配
管
シ
ス
テ
ム
　
　
公

国
民
賃
、
公
社
分
譲
、
公
営

ｃ
　
ガ
ス
個
別
暖
房
　
　
公
団
、

公
社
、
公
営

ｄ
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

（油
、
ガ
ス
ー
各
戸

ボ

イ

ラ

ー
、　
一
括
ボ
イ
ラ
ー
）

公
団
、
公
社
の
市
街
地
住
宅

ｅ
　
地
域
暖
一房

　

公

団
、
公

社
、
公
営

の
大
団
地

ｆ
　
オ
ー
ル
電
化
　
　
計
画
動
向
あ
り

各
方
式

の
普
及
戸
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
遍
的
な
も
の
は
ａ
、

ｃ

で
あ
り
、　
ｅ
が
大
き
な
団
地
や
市
街
地
高
層
住
宅
に
普
及
し
て
き
て
い
る
。

（注
）

ン」
れ
ら
の
暖
房
方
式
の
中
で
寒
冷
地
独
特
な
も
の
に
ｂ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ガ

ス
配
管
と
同
様
に
住
戸
内
に
給
油
管
を
ま
わ
し
、
カ
ラ
ン
を
設
け
る
も
の
で
、
こ

こ
４
１
５
年
の
う
ち
に
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
技
術
的
基
準
は
、
昭
和

４４
年
１１
月
消
防
庁
予
防
課
長
通
達

「
配
管
に
よ
る
灯
油
の
供
給
施
設
に
関
す
る
運

用
基
準
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

現
地
調
査

の
結
果
判
明
し
た
こ
と
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

①
　
札
幌
都
市
目
で
は
、
温
暖
地
域
と
比

べ
て
暖
房
期
間
が
極

め

て

長

い

（た
と
え
ば
地
域
暖
房
の
契
約
期
間
は
ｌｏ
月
１５
日
１
５
月
１５
日
の
７
か
月

間
で
あ
る
。
）
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
安
い
灯
油
暖
房
が
依
然
と
し

て
か
な
り
高

い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

②
　
生
活
の
中
で
暖
房
が
占
め
る
比
重
が
極
め
て
高
い
た
め
、
灯
油
個
別
暖

一房
方
式
を
と
る
場
合
で
も
、
住
戸
内
外
の
物
置
が
灯
油
保
管
場
所
と
し
て

市
民
権
を
得
て
い
る
。

③
　
冬
期
に
は
、
寒
冷
で
あ
る
た
め
、
パ
ル
ヨ
ニ
ー
は
殆
ど
利
用
さ
れ
ず
、

灯
油
の
保
管
場
所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
な
い
。

２
１
２
　
全
国
驚
都
市
に
お
け
る
灯
油
の
刺
用
と
保
管
の
実
態

調
査
対
象
と
し
た
共
同
住
宅
は
、
公
営
、
公
回
の
中
高
層
共
同
住
宅
と
し
、

パ
ル
ヨ
ニ
ー
タ
イ
ブ
、
地
域
性
、
年
代
性
、
規
模
及
び
暖
房
方
式
な
ど
を
考
慮

し
て
別
表
１
３
の
よ
う
な
団
地
を
選
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
団
地
に
対
し
、
公
団
住
宅
に
つ
い
て
は
ダ
イ
レ
ク
ト
ナ
ー
ル
と
訪

問
回
収
方
式
に
よ
り
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
自
治
体
を
通
じ
る

こ
と

に

よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
。
配
布
数

１
、
５
６
８
票

に
対

し
、
回
収
数
５
４
２
票

（回
収
率
３４

・
６
％
）
は
、
こ
の
種
の
調
査
と
し
て
は

ほ
ぼ
満
足
の
い
く
結
果
で
あ
る
。

Ｉ
　
共
同
住
宅
に
お
け
る
灯
油
の
利
用
実
態

０
　
灯
油
の
使
用

灯
油
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
全
体
で
７５

・
２
％
で
あ
り
、
２４

・
８
％

が
灯
油
を
使
用
し
て
い
な
い
。
公
営
住
宅
の
方
が
公
団
住
宅
よ
り
使
用
率

が
高
く
、
入
居
者
の
収
入
水
準
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
１
０
９
声
屋
浜
」
は
地
域
暖
房
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
今
回
の
調

査
で
は
灯
油
使
用
は
皆
無
で
あ

っ
た
。
他
調
査
で
は
灯
油
使
用
が
認
め
ら

れ
て
い
る

（入
居
者
規
則
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）
の
で
、
建
て
前
の
回

答
か
、
票
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
か

（１９
票
）
不
明
で
あ
る
。

０
　
暖
房
方
式

灯
油
依
存
の
暖
房
の
比
率
が
高
く
、
全
体
で
は
灯
油
単
独
４０

．
５
％
、

Iθヱ
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別表-4 冬期、灯油をお使いですか。

公   団 公   督 合   計

177
力
の

Ｄ

( 8 7 3 )

( 1 2 7 )

403
ル
の

Ｄ

計
　
明

小
　
不

277 ( 1 3 t 6 )
( l 1 4 )1

００

颯

‐９5

536 ( 1 3 8 9 )
( 1 1 )

合  計 542  (100)

」
ヽ

別表-7 灯油を保管する容器はどのようなものを

お使いですか。お使いのものすべてを御配

入下さい。

灯
油
と
電
気
の
併
月
２７

・
９
％
、
灯
油
と
ガ
ス
の
併
用
５

・
６
％
、
灯
油

と
ガ
ス
と
電
気
の
併
用
２

・
７
％
で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
灯
油
を
使
用

し
て
い
る
も
の
は
合
計
７６

・
７
％
と
な

っ
て
い
る
（別
豪
１
５
参
照
）
。
ま

た
主
た
る
暖
房
に
つ
い
て
の
設
間
で
は
６８

・
４
％
と
、
灯
油
に
暖
房
を
依

存
し
て
い
る
家
庭
は
７０
％
近
く
に
な

っ
て
い
る

（別
豪
１
８
参
照
）。

公
団
、
公
営
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
記
と
同
様
、
公
営
の
方
が
灯
油

依
存
度
は
高
い
。
ま
た
、
灯
油
の
次
の
熱
源
と
し
て
は
電
力

使

用

が

多

く
、
燃
費
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

地
域
別
で
は
、
寒
冷
地
で
灯
油
依
存
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
を
除
け
ば

明
ら
か
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
首
都
圏
以
南
で
は
、
電
気
こ
た
つ
の
み

で
十
分
と
す
る
居
住
者
も
存
在
す
る
。

墜
房
を
行
う
期
間
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
著
し
い
特
化

傾

向

に
あ

り
、
平
均
約
７
か
月
、
１
日
１５
時
間
と
い
う
数
字
を
示
し
、
中
に
は
２４
時

間
つ
け

っ
ば
な
し
と
い
う
家
庭
も
存
在
す
る
。
次
い
で

「
２
０
３
黒
松
第

３
団
地
」
が
特
化
し
て
い
ち
が
、
他
の
設
間
と
比
し
て
、
回
答
に
偏
り
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

前
記
以
外
の
団
地
は
、
ほ
と
ん
ど
約
４
か
月
、
１
日
８
１
１０
時
間
程
度

で
あ
る

（図
１
１
参
照
）。

Ｉ
　
灯
油
の
保
管
容
器
、
保
管
畳

ω
　
保
管
容
器

４θ

別表-5 壌房の燃料は何をお使いですか。

公    団 公    営 合    計

1 灯    油

2 灯 満 と ガ ス

3 灯 油 と 電 気

5 ガ ス と 電 気

6 灯 油とガスと
電気

7 そ  の  他

(81)

(48)

( 1 5 1 )

乃

(310)

(28)

( a 6 )

( 04)

(56)

( 6 4 )

( 7 1 )

(279)

(98)

計

明

小

不

2 4 8  ( 9 3 9 )

1 6  (  6 1 )

合    F‐t (100) (100)

別表T6 暖房は、主に何に頼っていますか。

公   団 公    督 合   計

油

ス

気

他の

灯

ガ

亀

そ

163  (599)

65   (239)

64  (235)

1 4  ( ' 1 )

1 9 7   ( 7 7 6

1 9  ( 7 4

73  (287

1  ( l14

360
乃

(29)

小   計

不   明

(9,8)

( 4 2 )

合    計 278 (100) (100)

公    団 公   営 合   計

1  ポリタンク

2  石 油 か ス′

3  そ の 他

1 7 4   ( 9 5 6

1 0   (  5 5

5   ( 2 6

2 0 8  ( 9 1 2 )

3 9  ( 1 7 1 )

2 ( l 1 9 )

382  (9a2)

49 (120)

7 ( 17)

小   計

不   明

合   計

※ 重複回答 %は 小計下段の数(有効票数)を 100と する。



図-1 暖房月数と暖房時間(亀濯憎α晋)
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彰
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容
器
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使
わ
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い
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外
、
全
国
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に
ポ
リ
タ
ン
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が
普
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い
る
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よ
う
で
あ

る

（別
表
１
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参
照
）
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０
　
保
管
容
量
と
保
管
量

図
１
２
は
保
管
容
量

（保
管
容
器
の
容
量
と
個
数
を
乗
し
、
各
家
庭
で

保
管
し
う
る
容
量
と
し
て
積
算
）
と
冬
期
、
夏
期
と
の
保
管
量
と
を
団
地

別
に
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も
の
で
あ
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。

保
管
容
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は
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１
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大
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１
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１
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１
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９
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特
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し
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（１８

彰
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換
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で
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個
と
な
り
、

大
容
量
の
保
管
容

器
を
使
用
す
る
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の
必
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性
が
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え
る
。
ほ
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の
団
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で
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「
黒
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第
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ン
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個
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、
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１
３
個
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度
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。

保
管
量
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庭

内
に
実
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に
あ
る

灯
油
の
量
）
は
、

冬
期
は
お
お
よ
そ

保
管
容
量
の
７５
％

程
度
で
あ
る
。
夏
期
の
保
管
量
は
、
北
海
道
を
除
け
ば
、
保
管
容
量
の
２０

％
程
度
、
ポ
リ
タ
ン
ク
ひ
と
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に
多
少
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っ
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る
程
度
で
あ
る
。
夏
期

は
カ
ラ
に
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よ
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傾
向
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い
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思
わ
れ
る
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北
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道
の
団
地
で

は
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に
お
い
て
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ク
３
個
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の
灯
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保
管

し

て
お

り
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期
に
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の
む
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か
し
さ
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伺
え
る
。

（
つ
づ
く
）

図-2 灯油の保管容量と保管量(亀濯世侵晋)
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